
令和元年度フォーラム              令和２年１月２５日（土） 

 

１月２５日 「月形町福祉でまちづくり推進フォーラム」を開催しました。この

フォーラムは毎年この時期に開催しており、今年で７回目となります。町の地域福

祉の視点から人と人との結びつき、暮らしやすいまちづくりについて皆さんと考え、

共通理解することを目指しています。今年は７０名以上の参加をいただき、中学生

による「共生のまちづくり」についての発表や、日頃よりボランティアで活躍され

ている方々のお話を聞きました。最後は、あずましプランアドバイザー鳥居一頼氏

より、詩を交えながらまちの福祉、共生のまちづくりについて考える機会となりま

した。ご参加の皆さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 頃 お 世 話 に な っ て い る ボ ラ

ン テ ィ ア さ ん か ら お 話 伺 い ま

した。 

皆さん、アドバイザー・鳥居氏

か ら の お 話 に 耳 を 傾 け て い ま

した。 



令和元年度 月形町福祉でまちづくり推進フォーラム実施要綱 

 

〈趣  旨 〉  

 全 国 的 に 進 め ら れ て い る 「 地 域 共 生 社 会 の 実 現 」 は 、 地 域 住 民 や 地 域 の 多 様 な 主 体 が 「 我

が 事 」 と し て 考 え 、 人 と 人 、 人 と 資 源 が 世 代 や 分 野 を 超 え て 「 丸 ご と 」 つ な が る こ と で 、 住

民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を目指しています。  

月形町社会福祉協議会でも、共生社会の実現をめざし、「私たちのまちの地域福祉をこれ か

ら ど う 進 め る の か 」 に つ い て 関 係 機 関 ・ 団 体 が 協 働 し て 「 住 民 の 立 場 」 か ら 策 定 す る 地 域 福

祉実践計画  あずましプランを推進し 3 年目が経過しているところです。  

今年で 7 回目の開催となる本フォーラムは、地域の課題解決に、ボランティアや地域の 民

間 団 体 、 学 校 等 を 含 む 多 様 な 社 会 資 源 の 参 入 が 期 待 さ れ る 中 、 こ れ か ら の 月 形 町 の 地 域 福 祉

の 視 点 か ら 、 人 と 人 と の 結 び つ き 、 暮 ら し や す い ま ち づ く り に つ い て 、 町 民 一 人 ひ と り が 取

り組むための共通理解をしていく場として開催します。  

 

〈主  催 〉  

 月形町社会福祉協議会  

〈協  力 〉  

 月形町  

〈内  容 〉  

日  時  令和 2 年 1 月 25 日（土） 13:30～ 16:00 

場  所  月形町交流センター「つき・あえ～る」  

対  象  各関係機関、ボランティア団体、一般町民  計 70 名  

内  容  『住民の力を共生の力に変えよう』  

1.  令和元年度月形町社会福祉協議会事業報告 (15 分 ) 

2.  ①子どもは重要なパートナー「中学生サミット」 (30 分 ) 

 中学 2 年生による「共生」をテーマにしたサミットを開催します。  

②ボランティアパワーで住民力アップ (40 分 ) 

日 頃 よ り ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を し て い る 方 々 に 活 動 の 成 果 や 課 題 を お 話 い た だ き な

が ら 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 意 味 や 「 共 生 」 に つ い て イ ン タ ビ ュ ー 形 式 で 発 表 し て い た だ

きます。当日は、一部フロアからもご意見をいただきます。  

(発表者調整中 ) 3 名予定しています。  

3. 鳥居一頼先生による講演「あずましプランの推進は北海道の希望そのもの」(50 分 ) 

「 あ ず ま し プ ラ ン 」 の ア ド バ イ ザ ー と し て 長 年 に わ た り か か わ っ て い た だ い て い

る 鳥 居 一 頼 氏 の 講 演 で す 。 月 形 の 地 域 福 祉 を 知 り 尽 く す 中 で 「 月 形 町 の 共 生 ま ち

づくり」についてお話いただき、フォーラムのまとめをいただきます。  


